	文教福祉委員会会議録

	開会日
	平成２２年６月１５日（火）午前１０時００分

	閉会日
	平成２２年６月１５日（火）午前１０時１２分

	場所
	長久手町役場西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　じんの和子　　

副委員長　　佐野尚人
委　　員　　青山賴人　　伊藤祐司　　小池みつ子
　　　　　　前田幸明　　水野とみ子

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　川合保生　　

議会事務局長　岩松節明　　　同局長補佐　中西直起

	会議録
	別紙のとおり


別　紙

委員長　　　（開会宣言）
議　長　　　あいさつ
委員長　　　平成２２年５月１３日付で、日本の子供の未来を・守る会愛知支部、愛知県春日井市中央台８－８－２、安藤実知子氏から子ども手当の廃止を求める陳情書が提出されましたので、文教福祉委員会としての取り扱いを検討したい。
水　野　　　財源のない中でスタートした施策。今後の展開は国の動向を見て行く必要があるので、各議員の判断に任せるのがよい。
前　田　　　一般質問でも取り上げたが、町としては支給に問題はないとのことだった。陳情の要旨では、「満額であれば・・・」と、仮定での指摘となっていて、国も満額は困難と言っている。陳情の前提条件も変わってきている。「陳情書の処理」（５）に基づいての決定は難しい。結論出さずに各議員に判断を任せるのがよい。
伊　藤　　　陳情の問題提起は理解するが、国の政策だ。自民党もホームページでは見直しを主張し、廃止とは言っていない。３月に関連予算を認めてきたこともある。各議員の判断でよい。
小　池　　　子ども手当については既に問題点が出され、国で検討の余地がある。議会としての結論を出すよりも、国の動向を見守るため、個人判断に任せるのがよい。

委員長　　　皆さんの意見を踏まえ、陳情書に対しては、委員会としての結論は決めずに、各議員の判断に任せるという取り扱いにする。

　　　　　　（出席者全員合意する。）

　

午前１０時１２分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。　
平成２２年６月１５日

文教福祉委員会委員長　じんの和子
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